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概要

2022年 7 月11日に宇都宮大学国際学部多文化

公共圏センター国際平和と人権・人道法研究会

は、2022年度宇都宮大学多文化公共圏フォーラ

ム第 3回「国際協力機関インターンへのプロセ

スと活動：インターンを通して世界にはばた

け」と題した公開セミナーを開催した。昨年に

引き続き1、国際協力機関でインターンを経験

した藤井広重研究室に所属する 3人の学生が自

身の経験を共有し、セミナー後にインターン応

募から準備、具体的な業務に至るまで学生サー

クル宇都宮国際平和と司法研究会（UIPJ）の 2

人を加え、以下の座談会を開催した。

鈴木（ひ）：これから、座談会を始めます。司

会を務めさせて頂きます、宇都宮大学国際学

部 4年の鈴木ひとみです。よろしくお願いしま

す。最初に本座談会でお話し頂く 3名の皆様に

自己紹介とインターン先のご紹介を簡単にして

頂ければと思います。まず、福原さんからお願

いできますでしょうか。

福原：宇都宮大学地域創生科学研究科に所属し

ており、また、アフリカ連合日本政府代表部で働い

ております福原玲於奈と申します。インターンは、国

連難民高等弁務官事務所（UNHCR）法務部と赤

十字国際委員会（ICRC）広報部で経験しました。

1 藤井広重（2022）「国際平和と人権・人道法研究会2021 
年度の活動報告③『国際協力機関インターンへのプロセ
スと活動』学生座談会」宇都宮大学国際学部附属多文化
公共圏センター年報第14号、258-265頁。

菊地：宇都宮大学国際学部 4年の菊地翔です。

現在、セーブ・ザ・チルドレン・ジャパンの国

内事業部、国内災害時における子ども・養育者

のための緊急・復興支援チームでインターンを

しております。

新井：宇都宮大学国際学部 4年新井廉と申しま

す。アフリカ平和再建委員会（ARC）でイン

ターンをさせて頂いておりました。

鈴木（ひ）：UIPJから本日の聞き手として 2人

が参加してくれました。将来のことや現在興味

のあることと共に自己紹介ください。

鈴木（望）：国際学部 1年の鈴木望夢です。私

は、アフリカの政治や平和構築について興味が

あります。

横井：国際学部 1年の横井春香と申します。私

は、貧困問題や子どもの教育について興味があ

ります。

鈴木（ひ）：本日の座談会は、この 5名でざっ

くばらんに、お話をしたいのですが、まずは鈴

木さんからご質問はありますか。

鈴木（望）：具体的にお三方のインターン先の

概要についてお聞かせ願えればと思います。

福原：UNHCR法務部は、日本に来た難民の
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1 ． 外国人児童生徒教育推進協議会（栃木県教育委員会　後援） 

第 1 回：2022 年 9 月 22 日（宇都宮大学 UU プラザにて対面で開催） 

第 2 回：2023 年 1 月 30 日（オンライン開催）

2 ．外国人児童生徒支援のための学生ボランティア派遣（通年）

3 ． 真岡市 AMAUTA 外国人児童生徒支援のための学生ボランティア夏期集団派遣： 

7 /27、 8 / 3 、 8 /10、 8 /17 の合計 4 回（参加延べ人数 33 名）

4 ． 子ども国際理解サマースクール（宇都宮市東生涯学習センターとの協働）： 8 月 2 日

5 ． 多言語による高校進学ガイダンス 

下野新聞社主催の栃木県高等学校進学フェアへの参加： 9 月 4 日（宇都宮会場：栃木県総

合文化センター）、 9 月 19 日（栃木会場：とちぎ岩下の新生姜ホール） 

宇都宮大学主催： 9 月 11 日（大学会館） 

＊ その他、 6 月 26 日（日）真岡市教育委員会主催「外国人の親子向け高校進学ガイダンス」

にシンハラ語通訳 1 名（本学学生）派遣、10 月 1 日（土）栃木市主催の多言語ガイダン

スに多言語資料を提供

6 ．那珂川町国際交流イベント（那珂川町教育委員会と共催）：10 月 8 日

7 ．ニュースレター『HANDSnext』第 28 号の刊行： 3 月

8 ．栃木県における外国人生徒の進路状況調査： 2 月～ 3 月

＊ 真岡市国際交流協会「イヤー・エンド・パーティ」は新型コロナウィルスの影響で中止。

令和4年度活動
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方々に対し、日本政府が難民認定を行う際の法

的な助言やアドボカシー的な活動をしている部

署でした。インターンでは、難民法に関する判

例を調べたり、過去の裁判ではどのように難民

の方々が認定されてきたのか調査、分析しまし

た。ICRCでは、広報部でICRCの活動や国際人

道法を日本で知ってもらうことを目的にニュー

スレターの作成であったり、Twitterのツイート

案を作ったりしました。

菊地：私は主にI  Suppor t  My Fr iend sという

トレーニングキットの日本語版の作成に携わっ

ています。I Suppor t My Fr iendsは、心理的応

急処置、簡単に言うとこころの応急処置の原則

に基づいて、子どもが子どもに対して支援を提

供することができるようにトレーニングするキッ

トとなっています。既に、英語版のトレーニン

グキットはあるので日本語版を作成しておりま

す。具体的な業務としては、英語から日本語へ

の翻訳や業務に関連するボランティアの方々へ

の手続き、メールのやり取り、日本語版タイトル

の決定、また計画立案などをさせて頂いており

ます。その他にも、スタッフの方々から任せて

頂いた業務があればそちらにも取り組みます。

新井：ARCは、1994年ルワンダジェノサイドを

きっかけに発足した団体です。ルワンダジェノ

サイドによって、家族を失って孤児になってし

まった子どもに対し、教育支援を中心に取り組

まれています。団体自体は、かなり小規模です

が、インターン生が多く活躍していています。

私は、ARCを知ってもらうことやルワンダ子

ども支援基金というルワンダの子どもを支援す

るための募金をしてくれる人を増やすためのイ

ベントの運営を行っていました。その中で、

多くの有名な国際系のユーチューバーや国際

ジャーナリストの方とコンタクトをとるという

貴重な経験ができました。

横井：菊地さんに質問させて頂きたいのです

が、ⅠSupport My Friendsで子どもが子どもを支

援するという言葉があったのですが、具体的に

その言葉がどういった意味なのか教えて頂きた

いです。

菊地：このI Support My Friendsが基礎としてい

るのが、心理的応急処置という考え方です。こ

ころの問題として現れたときに精神保健の専門

家がいる病院に連れて行くだけではなくて、そ

の前段階から家族や友だちのサポートが必要だ

という考え方に基づいております。心理的応急

処置は、元々子どもに対し、学校の先生であっ

たり、家族であったり大人が支援を行うこと

が、セーブ・ザ・チルドレンだけでなくWHO

でも進められてきました。「子どもが子ども

に」というのは、子どもにとって、一番身近に

いるのが子どもであるという考えから、セー

ブ・ザ・チルドレンが主導して広めている考え

方です。
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鈴木（ひ）：団体の概要やインターンでの仕事内容が鈴木（ひ）：団体の概要やインターンでの仕事

内容が大きく異なるお三方ですね。

鈴木（望）：お三方とも、多様な国際機関や

NGOでインターンをしていたと思うのです

が、どうしてそのインターン先を選んだのです

か？

新井：自分がARCを選んだきっかけとして

は、これまでも研究室の先輩方が国際協力系の
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インターンに応募しており、インターンの経験

談を聞いて、自分もやってみたいという気持ち

になりました。昨年度の11月に今回のようなセ

ミナーを藤井研究室で開催し、私は聞き手とし

て参加しましたが、そのときからインターンに

参加したいと考え、藤井先生から「ARCでイ

ンターンを募集している」と紹介いただき、調

べてみたら、ARCの渉外の業務に魅力を感じ

たことが、応募に至った理由です。やはり、イ

ンターンでも、自分の武器を生かすのは良いと

思います。自分は、英語力や知識的な部分でま

だまだですが、コミュニケーション能力が武器

となる渉外であれば、自分でも貢献できるので

はと考えました。今回ARCでのインターンは

数か月間でしたが多くのことを学び充実してお

りました。

菊地：私は、将来は国際協力に携わりたいと考

えていたので、いくつかのインターンに応募し

ました。そのなかでもセーブ・ザ・チルドレン

を選んだ理由としては、私が大学 2年生のとき

に学んだ子ども兵士について、紛争下で子ども

たちが置かれる状況が大人たちとは全く違うも

ので、複雑な問題を抱えているということを

知ったことが、一つのきっかけでした。また、

UIPJに所属していたときの講演会でセーブ・

ザ・チルドレンの方にご登壇いただいたことも

大きかったです。海外事業部の方とアドボカ

シー部に所属されている方に、それぞれ子ども

の問題に関するお話を聞いて子どもの権利や子

どもが抱える問題について関心を持ちました。

福原：応募した理由なのですが、キーワードを

挙げるとすると実務家の方々との出会いが学

部時代沢山あったことです。例えばUNHCRや

ICRCで働かれている方が実際に宇都宮大学に

来てご講演会をしてくださったことが、団体を

知るきっかけで、そこからとても興味、関心が

湧きました。多くの方々との出会いが、イン

ターンの選択や応募につながったのではないで

しょうか。

横井：先生方や外部の方との交流を通して、イ

ンターンを開始されたとのことですが、イン

ターンの業務では、目上の方や初対面の方と接

することが多くあると思います。そのような

方々と交流するときに今から身につけておくこ

とはありますか。

菊地：UIPJというサークルに所属していると外

部の講師の方をお呼びして講演会をすることが

あるのですが、そういった経験のなかで、実際

に国連機関で働かれている方々と直接お話をし

たり、連絡を取らせていただいたという機会

は、インターン生として業務に携わらせていた

だく中でも生きました。さらに、そういった講

演会のなかで外部の方と連絡をとる際には主に

メールを使用するのですが、そこで文面等に気

を配る練習ができたことは、良い経験だったと

思います。実際にインターンシップをさせてい

ただくなかでも上司の方と連絡をとったりする

ときはメールを使うので、そのようなところ

で、この経験を生かすことが出来ました。
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も大きかったです。海外事業部の方とアドボカシー

に所属されている方に、それぞれ子どもの問題に関

するお話を聞いて子どもの権利や子どもが抱える

問題について関心を持ちました。 

 

福原：応募した理由なのですが、キーワードを挙げ

るとすると実務家の方々との出会いが学部時代沢

山あったことです。例えばUNHCRや ICRCで働か

れている方が実際に宇都宮大学に来てご講演会を

してくださったことが、団体を知るきっかけで、そ

こからとても興味、関心が湧きました。多くの方々

との出会いが、インターンの選択や応募につながっ

たのではないでしょうか。 

 

横井：先生方や外部の方との交流を通して、インタ

ーンを開始されたとのことですが、インターンの業

務では、目上の方や初対面の方と接することが多く

あると思います。そのような方々と交流するときに

今から身につけておくことはありますか。 

 

菊地：UIPJというサークルに所属していると外部の

講師の方をお呼びして講演会をすることがあるの

ですが、そういった経験のなかで、実際に国連機関

で働かれている方々と直接お話をしたり、連絡を取

らせていただいたという機会は、インターン生とし

て業務に携わらせていただく中でも生きました。さ

らに、そういった講演会のなかで外部の方と連絡を

とる際には主にメールを使用するのですが、そこで

文面等に気を配る練習ができたことは、良い経験だ

ったと思います。実際にインターンシップをさせて

いただくなかでも上司の方と連絡をとったりする

ときはメールを使うので、そのようなところで、こ

の経験を生かすことが出来ました。 

新井：自分は、まず普段からコミュニケーショ

ンにあたって気を付けていることになるのです

が、やはり笑顔で積極的に話しかけるというこ

とはどこに行っても必要なことなのではないで
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しょうか。インターン先でもそうですが、これ

から社会に出ても、大学生活でも必要なことだ

なと思っていて、自分からどんどん積極的に笑

顔で話しかけて相手のことを知ろうと思えば、

コミュニケーションをとるにあたって、色々な

質問も浮かんできて、より良い関係が生まれて

くるのではないかと考えています。

福原：私は、コミュニケーションの取り方を

工夫しています。新井さんがおっしゃったよ

うに、笑顔がとても大切です。私は、コミュ

ニケーションには 3つの形があると思います。

1つはメール、文面上のやり取り。 2つ目は対

面、フィジカルに会うこと。 3つ目は最近でき

たオンラインという媒体です。そのなかで、私

が気を付けていることは、メールだけでのコ

ミュニケーションにならないようにすることで

す。というのも、例えば、今回のセミナーも急

に「これやるのでお願いします」というふうに

メールを送るのではなく、最初に対面で会って

「こういう企画をしているのですが、もし興味

あったらどうですか」というふうに、実際に口

頭でコミュニケーションをとったうえで、文面

上でオフィシャルに連絡してみる、という、ひ

とつの媒体だけに偏らないようなコミュニケー

ションをとることが大切だということを最近感

じております。
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新井：自分は、まず普段からコミュニケーションに

あたって気を付けていることになるのですが、やは

り笑顔で積極的に話しかけるということはどこに

行っても必要なことなのではないでしょうか。イン

ターン先でもそうですが、これから社会に出ても、

大学生活でも必要なことだなと思っていて、自分か

らどんどん積極的に笑顔で話しかけて相手のこと

を知ろうと思えば、コミュニケーションをとるにあ

たって、色々な質問も浮かんできて、より良い関係

が生まれてくるのではないかと考えています。 

 

福原：私は、コミュニケーションの取り方を工夫し

ています。新井さんがおっしゃったように、笑顔が

とても大切です。私は、コミュニケーションには３

つの形があると思います。１つはメール、文面上の

やり取り。２つ目は対面、フィジカルに会うこと。

３つ目は最近できたオンラインという媒体です。そ

のなかで、私が気を付けていることは、メールだけ

でのコミュニケーションにならないようにするこ

とです。というのも、例えば、今回のセミナーも急

に「これやるのでお願いします」というふうにメー

ルを送るのではなく、最初に対面で会って「こうい

う企画をしているのですが、もし興味あったらどう

ですか」というふうに、実際に口頭でコミュニケー

ションをとったうえで、文面上でオフィシャルに連

絡してみる、という、ひとつの媒体だけに偏らない

ようなコミュニケーションをとることが大切だと

いうことを最近感じております。 

 

 

鈴木（望）：国際的なキャリアだけでなくて、一般的

に自身のキャリアを形成するにあたって情報をど

のように入手するのか、難しいと感じる学生が多い

と思います。お三方はどのように学生時代から現在

にかけて情報を収集しましたか？ 

 

新井：宇都宮大学は国立大学ですが、地方にありま

すよね。そうなると、他大学の学生からのプレッシ

ャーとか、例えば大都市圏の大学だといっぱい大学

があるので「バイト先の〇〇がやっているからやら

なくちゃ」というふうに、そこから情報を入手する

機会もあるのですが、宇大ではそういう機会があま

りありません。そのため、情報が偏ってしまったり、

まず情報を入手することすら困難だったりという

こともあります。そのような状況をどのように打破

するのかと言いますと、自分で積極的にどんどん情

報収集して動くことが必要だと思います。しかし、

その途中で、色々調べていくと自分の頭の中がこん

がらがってしまうと思います。何かやりたいと思っ

たときも、自分がどういう将来を歩みたいのかと考

えて頭がぐちゃぐちゃになってきます。そのとき、

自分がよくやっていることは、ノートを開いてそこ

に自分が将来なりたい姿、今はどういうことが自分

にできるのかということをしっかり言語化して紙

にまとめることです。自分なりに考えをうまくまと

めて、キャリアを進めることが重要だと思います。

やはりそれをやっても、自分自身とても悩むことも

あったので、早い１年生のうちからキャリアも考え

ながら生活していくのが一番なのではないかなと

思います。 

 

福原：1 年生の時は農村開発という田んぼや田植え

をアフリカの人たちと一緒にわいわい楽しく国際

協力できたらいいなということを考えていた人間

鈴木（望）：国際的なキャリアだけでなくて、

一般的に自身のキャリアを形成するにあたって

情報をどのように入手するのか、難しいと感じ

る学生が多いと思います。お三方はどのように

学生時代から現在にかけて情報を収集しました

か？

新井：宇都宮大学は国立大学ですが、地方にあ

りますよね。そうなると、他大学の学生からの

プレッシャーとか、例えば大都市圏の大学だと

いっぱい大学があるので「バイト先の〇〇が

やっているからやらなくちゃ」というふうに、

そこから情報を入手する機会もあるのですが、

宇大ではそういう機会があまりありません。そ

のため、情報が偏ってしまったり、まず情報を

入手することすら困難だったりということもあ

ります。そのような状況をどのように打破する

のかと言いますと、自分で積極的にどんどん情

報収集して動くことが必要だと思います。しか

し、その途中で、色々調べていくと自分の頭の

中がこんがらがってしまうと思います。何かや

りたいと思ったときも、自分がどういう将来を

歩みたいのかと考えて頭がぐちゃぐちゃになっ

てきます。そのとき、自分がよくやっているこ

とは、ノートを開いてそこに自分が将来なりた

い姿、今はどういうことが自分にできるのかと

いうことをしっかり言語化して紙にまとめるこ

とです。自分なりに考えをうまくまとめて、

キャリアを進めることが重要だと思います。や

はりそれをやっても、自分自身とても悩むこと

もあったので、早い 1年生のうちからキャリア

も考えながら生活していくのが一番なのではな

いかなと思います。

福原： 1年生の時は農村開発という田んぼや田

植えをアフリカの人たちと一緒にわいわい楽し

く国際協力できたらいいなということを考えて

いた人間だったので、自分の夢が固まってない

状態でいろいろと情報収集していくと、いろん

なトピックが自分の中にたくさんあって情報過

多で消化不良に陥るということをたくさん経験
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しました。そのため、私が皆さんにお伝えした

いことは、情報収集をしていく中で自分の感心

や興味というのもどんどん磨いていってほしい

ということです。キャリアにつながるから、自

分のキャリアにつなげなければ、というふうに

意識して情報収集する必要はまだないと思いま

す。 3年生になって、真剣にこれから大学院と

かいろいろ考えなくてはいけなくなったとき

は、人脈やインターンを通して知り合った人た

ちから具体的な戦略や情報収集ツールについて

聞けばいいのではないでしょうか。今の質問者

お二人の段階では、自分の感心を磨く、例えば

子どもの分野といってもいろいろあると思うの

で、そういうところを磨くということが最も大

事だと思います。

菊地：まずは自分の関心がどのような方向に向

いているのかというのをきちんと整理すること

から始まるのかと思います。国際機関、国連、

国際NGOは一見いっぱいあるように見えます

が、きちんと分野を絞っていくと、この分野で

はこの機関が機能しているということが詳しく

見えてくるので、そういった面からも自分の興

味分野を絞って、絞ることができたら団体を調

べていってホームページ等を見てイベントに参

加するなどできると思います。

鈴木（望）：インターンをされる際に日本語以

外の言語を使う機会が多いと思うのですが、英

語であったりフランス語であったりそういった

言語はどのくらい使う場面がありましたか？ま

た、仕事のためにどのような言語学習が必要だ

と感じましたか？

福原：実務の中でどんな言語が使われている

か、というところからお話しますと、インターン

を通して使用した、または必要だと感じた言語

は英語とフランス語、そしてU NHCRではアラビ

ア語がかなり使われていたという印象がありま

す。というのも、難民発生国が、仏語圏とかアラ

ビア語圏だったので、フランス語やアラビア語

が話せる人はとても重宝されます。なので、第

二言語をこれから学ばれる方にはぜひ本気で

学んでほしいと思っています。言語学習に関し

ては、基本的なところから始まって、専門的な

内容を話すという機会もあると思うので、それ

こそ専門書などといった、自分の興味に沿った

論文等の日本語訳に挑戦してみるのもよいので

はないでしょうか。

鈴木（ひ）：ちなみに皆さんの今の英語のスコ

ア、またどのように勉強しているのかといこと

についてもお話していただいてもよろしいで

しょうか。おそらく質問者のお二人気になられ

ているかなと思います。

福原：今現在は、エチオピアにいて、英語に関

していうと、IELTSのスコアは 7ぐらいです。

私の上司が8.5お持ちで、一緒に英語で仕事す

るとなると、英語が堪能すぎて何言っているか

わからないことがしばしばありまして、そのた

め、スコアにこだわっていうのなら 8をとりた

いというのが今の目標です。そして、他の言語

については、アフリカ連合の公用言語がフラン

ス語なのでフランス語をやらなくてはと思いな

がら、でもエチオピアの人はアムハラ語を話し

ているのでアムハラ語も勉強しないと、という

ふうに思いながら今生活しているという感じで

す。付け加えるなら、インターンに応募した

ときはIELTSのスコアは 6でした。ご参考まで

に。フランス語は全然話せなかったです。

新井：自分のインターン先は、英語ができるの

はもちろん望まれていたのですが、業務は日本

語で行われていました。ただ、資金を集めると

きに、現地の方からインタビューをした動画を
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アップするために翻訳等をしなければならず、

そういう時はやはり英語の翻訳能力が求められ

ました。英語力はあるに越したことはないで

す。国際機関のインターンというと、英語が出

来なければならないというところもあると思い

ますが、すべてがそういうわけではなくて、例

えば、去年藤井ゼミの先輩で、JICAでインター

ンしていた方は、一切インターンで英語を使わ

なかったと言っていました。だから、国際協力

系のインターンだからといって必ずしも英語が

必要とは限らないと思います。ただ、絶対その

道に行きたいと思うなら必要な能力ですし、そ

の道じゃなくても今英語ができる人材は必要と

されているので、勉強しておいて損はないです

ね。加えて自分がインターンへ行ったときのス

コアなのですが、今のところ教育の方へ進もう

と考えているので英検をやっていました。自分

はそのとき英検準一級をもっていました。周り

の方を見ても、もちろんそのインターンにより

ますが、すごくできる方もいらっしゃれば、そ

うでない方もいらっしゃったので、そこは自分

でそのときの英語力を見てインターン先を選ぶ

というのもありだと思います。反対に高いレベ

ルを目指してバリバリ英語を使うところを選択

するのも良いのではないかと思います。

菊地：やはり国際協力に進みたいとか、国際機

関に関わりたいと考えている以上、英語力は必

要です。ただ私も所属しているのが国内事業部

ということもあって、英語を話す機会というの

は全くありません。どちらかというと、英語を

日本語に翻訳するのがメインになります。私が

業務を通して思ったことは、英語を読む能力と

翻訳する能力は全然違うということです。英語

を読んで頭の中で理解していたとしても、実際

に文字として紙やパソコンで書くとなると、言

葉が出てこないこともあります。日本語として

綺麗な文章になるように、ただ読むのではなく

翻訳する、ということを意識しています。こ

ういう機会はあまり無いと思いますが、日頃

から意識しておくと日本で活動しているNGO

では、広報などのポストでインターンを募集し

ていることが多いので、翻訳のスキルがあると

いいですね。英語のスキルに関しては、IELTS

で6.0をもっています。今後は海外の大学院に

進学したいと思っているので、スコアとしては

7.0を目標に勉強しています。

横井：さっきの話に戻ってしまうようですが、

福原さんから初めは自分の興味のあることがた

くさんあって、それに関連した情報を集めて

いったら情報過多になってしまったが、そのあ

とに自分の興味のある分野に絞ることでその道

に進んでいくことが出来たとおっしゃっていた

と思います。自分が興味ある専門分野や自分の

目標に進むためにどのように分野を設定したり

自分の能力を高めていったりしたのか教えて頂

きたいです。

菊地：私は今、子どもの権利について関心があ

るのですが、関心を持ち始めたきっかけとして

は、高校のときにカンボジアに行って、物乞い

する小さい子どもを見て衝撃を受けたという

のがあります。その後、大学に入ってから子

ども兵士という問題を知ったり、実際にNGO

で働かれている方から、子どもの保護活動の話

を伺ったりして自然と関心が向かっていったと

いう感じです。やはり大学や大学院で研究し、

キャリアとして国際協力の道を選ぶとしたら、

同じ分野の専門家の方々は既にかなり長い間取

り組まれていらっしゃり、自分もどれだけその

分野に興味があり、長く取り組むことができる

かが大事だと思います。

福原：私も自分の専門分野は何ですかと聞かれ

たときに、国際法ですと言えそうな一方で法学
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部を出ているわけではないので、自信をもって

これが専門ですと言うのには結構時間がかかる

と思っているところです。また、この分野に進

みたいと決めたきっかけは小学校でお世話に

なった英語の先生がナイジェリアの出身で、ア

フリカに興味を持ちました。次に家が農家だっ

たので農業だったのですが、一番のターニング

ポイントは藤井先生の国際法の講義を受けたと

きに、しっかりと知識としてアフリカの問題を

考えることができるな、ということを凄く感じ

ました。これが国際法の分野に進もうと考える

ようになったことがきっかけです。
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いるわけではないので、自信をもってこれが専門で

すと言うのには結構時間がかかると思っていると

ころです。また、この分野に進みたいと決めたきっ

かけは小学校でお世話になった英語の先生がナイ

ジェリアの出身で、アフリカに興味を持ちました。

次に家が農家だったので農業だったのですが、一番

のターニングポイントは藤井先生の国際法の講義

を受けたときに、しっかりと知識としてアフリカの

問題を考えることができるな、ということを凄く感

じました。これが国際法の分野に進もうと考えるよ

うになったことがきっかけです。 

 

 

新井：私は進学されるお二人とは来年から進むキャ

リアが異なり、日本の学校教育に携わります。キャ

リアや自分探しでアドバイスするのであれば、自分

がポリシーとして決めている好きな英語の言葉が

あって、never stop exploringという言葉があります。

これはノースフェイスのキャッチコピーの言葉な

のですが、「探求することをやめない」という意味が

あります。自分は高校を出た後、社会人を二年経験

しましたが、職を辞め大学への進学を決めました。

そのときから英語を勉強し始めてその言葉に出会

って、探求することをやめないで色んなことに挑戦

してみようという気持ちをもって励んできました。

結果、それが正解か不正解かはわかりませんが、こ

のゼミでの経験も含めて、たくさんの貴重な経験を

することができたので、探求することをやめないと

いう気持ちは、今後皆さんがキャリアを見つけてい

く上で、一つの参考になればいいなと思います。 

 

鈴木（ひ）：素敵な言葉ですね。ありがとうございま

す。他に何か質問はありますか。 

 

鈴木（望）：お三方の話を聞いて、自分自身も国際的

なことに興味があると言いつつも、まだ具体的に定

まっておらず、いろいろなことに目移りしてしまう

のですが、話を聞いて思ったのは日常の中のちょっ

とした経験でも、それが繋がってキャリアになると

いうことでした。そういった日常のきっかけを見逃

さないようにきちんと考えていくことが大事だと

改めて感じました。 

 

横井：福原さんにお聞きしたいです。先ほどのお話

の中で、コミュニケーションで大切なのは文面と対

面とオンラインだと仰っていましたが、コロナ禍に

入りオンラインでのコミュニケーションが多くな

ったかと思います。困ったことや対面の時には感じ

なかった難しさ、また、オンラインになったことで

よかったことがあれば教えていただきたいです。 

 

福原：文章でニュアンスを伝えるのが得意な人もい

れば、不得意な人もいると思います。私が UNHCR

でインターンをしていた時期にコロナが流行しだ

して、上司とのメールのやり取りの中で自分の思い

を伝えるのに苦労しました。他方で、コロナが流行

ったが故にオンラインが普及して良かったなと思

うことが、いろんな国の人やいろんな場所にいる人

たちと気軽にミーティングができるようになった

ことです。実務の中でも、例えば今エチオピアにい

ますが、皆さんとこうしてお話できていますし、別

の地域にいる研究者の方とミーティングすること

になったらすぐにオンラインで行なうことができ

るようになったのはいいことだと思います。 

 

新井：私は進学されるお二人とは来年から進む

キャリアが異なり、日本の学校教育に携わりま

す。キャリアや自分探しでアドバイスするので

あれば、自分がポリシーとして決めている好

きな英語の言葉があって、never stop exploring

という言葉があります。これはノースフェイス

のキャッチコピーの言葉なのですが、「探求す

ることをやめない」という意味があります。自

分は高校を出た後、社会人を二年経験しました

が、職を辞め大学への進学を決めました。その

ときから英語を勉強し始めてその言葉に出会っ

て、探求することをやめないで色んなことに挑

戦してみようという気持ちをもって励んできま

した。結果、それが正解か不正解かはわかりま

せんが、このゼミでの経験も含めて、たくさん

の貴重な経験をすることができたので、探求す

ることをやめないという気持ちは、今後皆さん

がキャリアを見つけていく上で、一つの参考に

なればいいなと思います。

鈴木（ひ）：素敵な言葉ですね。ありがとうご

ざいます。他に何か質問はありますか。

鈴木（望）：お三方の話を聞いて、自分自身も

国際的なことに興味があると言いつつも、まだ

具体的に定まっておらず、いろいろなことに目移

りしてしまうのですが、話を聞いて思ったのは日

常の中のちょっとした経験でも、それが繋がっ

てキャリアになるということでした。そういった

日常のきっかけを見逃さないようにきちんと考

えていくことが大事だと改めて感じました。

横井：福原さんにお聞きしたいです。先ほどの

お話の中で、コミュニケーションで大切なのは

文面と対面とオンラインだと仰っていました

が、コロナ禍に入りオンラインでのコミュニ

ケーションが多くなったかと思います。困った

ことや対面の時には感じなかった難しさ、ま

た、オンラインになったことでよかったことが

あれば教えていただきたいです。

福原：文章でニュアンスを伝えるのが得意な人

もいれば、不得意な人もいると思います。私が

UNHCRでインターンをしていた時期にコロナ

が流行しだして、上司とのメールのやり取りの

中で自分の思いを伝えるのに苦労しました。他

方で、コロナが流行ったが故にオンラインが普

及して良かったなと思うことが、いろんな国の

人やいろんな場所にいる人たちと気軽にミー

ティングができるようになったことです。実務

の中でも、例えば今エチオピアにいますが、皆

さんとこうしてお話できていますし、別の地

域にいる研究者の方とミーティングすることに

なったらすぐにオンラインで行なうことができ

るようになったのはいいことだと思います。
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鈴木（望）：新井さんにお聞きしたいことがあ

るのですが、新井さんのインターン先では草の

根的な活動が中心だったと思います。国際協力

と聞くとそういったイメージを浮かべる人も多

いと感じているのですが、そのようなNGOで

働くにあたって大きな組織とは違ってどういっ

た能力が自分に必要なのか教えていただけると

嬉しいです。

新井：インターンでの業務がかなりの小規模

だったので、一番苦労したというか現実がよく

分かったのは、資金集めの大変さです。本当に

お金を集めるのは大変だと感じました。おそ

らく、菊地さんがインターンをしているセー

ブ・ザ・チルドレンや福原さんがいたICRCや

UNHCRは世界的にも大きな国連機関、国際機

関なので資金面に関してそこまで悩むことはな

いと思います。小さな団体だからこそ、自分は

インパクトのある企画を出すというのが非常に

重要だと感じました。小さなNGO団体はたく

さんあると思うのですが、その中で有名になっ

て自分たちのやりたいことをアウトプットし

て、同じ意思を持つ支援者の方に来てもらえる

ような企画立案や、情報を伝えるプレゼンテー

ション能力が求められるのではないかなと思い

ました。実際に私もそういうイベントをやった

のですが、なかなか難しかったです。確かにイ

ベントをやる前よりは出資者の方に集まってい

ただけたのですが、目標の数字には到達できな

かったので、企画運営能力やプレゼンテーショ

ン能力はこういった草の根的なNGOで活動し

ていくにはやはり必要なのだと感じました。

ファンドレイジングをインターンで学ぶことも

一つの勉強かなと思います。

横井：菊地さんと福原さんにお伺いしたいので

すが、インターン先で英語の文章を日本語に訳

したり、日本語の文章を英語に訳したりする機

会が多々あったと思います。自分も苦手として

いるのですが、なるべく似た表現で訳すために

役に立ったこと、その難しさを乗り越えるため

にどうされましたか？

菊地：私がやってよかったと思うのは、自分の

日本語訳と同じ分野の文章を読んでおくという

ことです。インターネットで検索すると似たよ

うな文はたくさん出てきますし、専門用語の訳

し方はきちんと定まっているので、表現の仕方

を学ぶことはできるのではないかと思います。

また、インターンをしているセーブ・ザ・チル

ドレンで英語から日本語に翻訳する業務を行な

う際はボランティアの方に依頼した部分もあり

ました。セーブ・ザ・チルドレンに登録されて

いるボランティアの方の中にはプロとして翻訳

を行なっている方もいます。そういった方に翻

訳をお願いして返ってきたものをみると、意訳

のような形で訳されていることもありました。

日本語で使われていない単語があったら情報を

補うなど、時には大胆に訳すこと必要なのかな

とこのインターンで学びました。

福原：私も業務の中で翻訳を行なうことがあり

ます。毎日翻訳をして外務省の本省の方々に

ニュースを報告していますが、読みやすくする

ことが一番大事だということを感じています。

例えば、この間とても勉強になったと思ったの

は、『私たち』という意味の“we”という単

語がありますよね。私はそのまま『私たち』と

訳していたのですが、上司の方にここは『○○

外務省は…』とか、国を代表している場合は

『○○国は…』と書かないと忙しい人たちは読

んでいて分からないと指摘を受けました。なの

で、普段からニュース等で基本的な知識を身に

つけて、訳すときは客観的に見て読みやすいか

どうか、 2 ~ 3 回確認することが大切なのでは

ないかと思います。
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鈴木（ひ）：一般的な日本の企業でのインター

ンとは全く違う業務を長期に渡って担当された

と思うのですが、組織の一員として働く中で、

一番心に残っていることはありますか。

菊地：業務初日に担当する業務について簡単

なオリエンテーションを受けたのですが、この

時「I Suppor t My Friends」の今後のスケジュー

リングをするようにと言われたことが一番心に

残っています。「セーブ・ザ・チルドレンのイン

ターン生として行う業務には責任が生じる、だ

からこそ、自分たちの活動は、これからの日本

や世界の子どもたちのメンタルヘルスへの関心

を高めることに繋がっていく」とメンターの方に

言っていただいた言葉は、自分のインターンがメ

ンタルヘルスという問題に日本で貢献できると

いうことを今でも意識させてくれています。

福原：難民申請者の方がオフィスにいらっ

しゃるのですが、皆さん着の身着のままで、

私が、おそらくお風呂も一週間以上入ってい

ないと思われる方たちと初めて会ったときに、

きついにおいなどから、ここまで来るのに彼

らがどれほど大変だったか、ということを五

感で感じました。インターンとして接する以

上、U N H C Rの事務所はその場で支援をする

ことはないので、「協力団体に行ってくださ

い」、としか言えず、その時に、自分の実力不

足や不甲斐なさを強く実感しました。これから

もそのもどかしかった記憶を大切にとどめて

おきたいと思いました。

新井：UIPJに所属することは、キャリアを考え

ても意味があることだと思います。自分がイン

ターンの中である企画の運営担当を任され、今

回のセミナーや座談会についてもそうなのです

が、段取りというものを組まなくてはいけない

という時、だれにいつまでに連絡をして、どこ

の部屋を予約してなど様々な準備が必要不可欠

です。自分がそのインターンのイベントを行っ

たときに、同じインターンの大学生に「新井く

ん、段取りすごくいいね」と言われました。し

かしそれは、自分ひとりの力ではなくて、この

藤井ゼミで一年間、藤井先生をはじめ先輩方に

教えていただいたことで身についたスキルでし

た。質問者のお二人もUIPJに所属していると思

うのですが、シンポジウムや座談会のマネージ

メントは今後必ず自分の力になる、貴重な経験

だと思ってください。これからも一緒に頑張っ

ていきましょう。

鈴木（ひ）：ありがとうございます。外からで

は、決してわからない熱い思いや視点について

知ることが出来ました。では最後に、後輩への

メッセージがあればお願いします。

新井：大学生活 4年間はあっという間だと思う

のですが、自由な時間なので楽もできるし、自

分で充実したものにすることもできます。何か

自分の中で成し遂げたと思える時間にしてほし

いと思います。

菊地：私は、国際協力や子どもの権利について

興味があって勉強しているのですが、それぞれ

興味関心は違うなかで、何事も真摯に向き合っ

ていればどんなことでも学びになると思うの

で、自分のやりたいことを精一杯やることが大

切だと思います。

福原：私も1年生の時は、先生に敬語も使えな

いような人間でした。でも、なりたいと思ったら、

頑張ればなれると思うので、目標を見つけて、今

後いろいろなことにチャレンジしてください。

鈴木（ひ）：ありがとうございます。本日の座談

会は以上です。皆様ありがとうございました。 
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